
 

 

 

 

 

 

 

 

 

堀之内小学校の 1年 

令和 4 年度も残り 1 ヶ月となりました。１年間、本校の教育活動へのご理解、ご協力を賜りましたこと、

誠にありがとうございました。 

「笑顔と緑あふれる堀之内」ということで、この１年間、様々な取組を子ども達と一緒に考え、子ども達

の思いが形になり、子ども達の笑顔があふれる学校になるように努めてきました。 

左の写真は、ほりンピックの際の係活動の様子です。

オリンピックなどのスポーツイベントではどんな仕事が

あるか、ということから子ども達が報道に着目して生ま

れた「ほりテレ」、競技を終えた直後の子ども達にイン

タビューをしたり、ビデオを撮ったりと活躍していまし

た。 

本当は、大きなスクリーンを設置して、インタビュー

の様子が会場のどこからも見えるようにしたいという壮

大な提案もされたのですが、さすがにそれは実現させて

あげられず、残念でした。しかし、こうしたアイデアも、私たちがこれまで行ってきた運動会をベースにし

た発想からは生まれません。既成のものを進めようとしたら、取り上げられなかったアイデアだと思いま

す。もちろん、各行事には、明確なねらいがあり、学校として育てていきたい力、目指す子どもの姿があり

ます。ですから、子どもが考えたのだから尊重はしつつも、すべてを取り入れてあげられるわけではありま

せん。ねらいから外れていれば再考を促したり、どうすればねらいに迫れるのか教師も一緒に話し合いに参

加したりしながら、一緒に考えていきます。そうした取組にこの１年チャレンジしてきました。まだまだ不

完全な部分もあり、改善の余地もたくさんあります。しかし、この１年で子ども達は「自分達で考える」と

いうことに少しずつ慣れてきました。その取組を通して自信をつけた様子も見られました。何よりも、取り

組んでいる子ども達に笑顔がたくさん見られたことが、私たちの一番の喜びでした。こうした取組は、来年

度も継続していきます。そして、以前にも書いたように、私たちの価値観に、「子ども達の満足度」も加え

ていきながら、笑顔あふれる学校になるよう努めていきます。 

屋上再生プロジェクト  

４年生の新たな取組で「天空の野原」の看板を新しくすることに

なりました。 

４年生の願いの一つに、「天空の野原」という屋上の愛称がみん

なに定着することもあるようです。 

令和５年度には、「屋上に行こう」が「天空に行こう」「野原に

行こう」に変わるように、もっともっと屋上が身近になるようにし

ていきたいです。 
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             ３ 月 の 主 な 行 事 予 定 

日  曜  学校行事<PTA・地域行事> 開放  日  曜  学校行事<PTA・地域行事> 開放  

１ 水  ○ 17 金   

２ 木 
6 年生を送る会    ＳＣ 

保護者会(5･6)  
 18 土  ◎ 

３ 金 保護者会(3･4)   19 日   

４ 土 土曜授業   20 月   

５ 日   21 火 春分の日 ◎ 

６ 月 朝会  22 水 給食終 ○ 

７ 火 保護者会(1･2)  体力向上週間  23 木 修了式 卒業式予行練習  

８ 水   24 金 卒業式  

９ 木  ＳＣ  25 土   

10 金 学校運営協議会  26 日 春季休業日始  

11 土 音楽教室発表会  27 月   

12 日  ◎  28 火   

13 月 朝会  29 水   

14 火   30 木   

15 水  ○ 31 金   

16 木   ※避難訓練は予告なしで行います。 

ＳＣ スクールカウンセラー来校日  ※校庭開放 ◎13:00～17 :00 〇14 :30～17:00  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３月の生活目標  「1 年間のまとめをしよう」 
 

３月は、次の３つに重点をおいて指導します。 
・１年間の生活をふり返ろう。 

・自分の苦手なことに取り組もう。 

・自分たちの使った教室をすみずみまできれいに 

 

大きなランドセルを背負い、心配そうに学校へ来ていた１年生も今では学校に慣れ親しみ、

元気に登校しています。６年生は、もうすぐ中学生という新たな始まりが待っており、どの学

年も進級するにあたり期待や不安が入り混じっています。３月は、自分たちの生活をふり返

り、自信をもって次の学年へ進むことができるように声かけしていきます。 

保護者や地域の皆様の教育活動へのご支援に、子供たちは安心して学校生活を送ることがで

きました。ご理解とご協力、心から深く感謝いたします。来年度も本校の教育活動への変わら

ぬご支援をお願いいたします。 （生活指導部） 


